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地質調査船

完一成予想図

水野篤行

去る7月1目付で地質調査所地質部のなかに｢海洋

地質の基礎的調査研究を行なう｣訳として海洋地質課･

が発足した.3研究室からなりさしあたり計9名

(兼務者2名を含む)から構成されている.

地質部一

一地質第1課

一地質第2課

一地質第3課

一海洋地質課一

海底の地質層序･地質

一第･調査研究室磐鰯鰯纏

を主とする.

一策･調査研究室灘灘写聾学的

海底堆積物･岩石の岩

一第･調査研究室麓雛麟鰯

研究を行なう.

地質調査所における海洋地質に関する調査研究は10

数年以上の歴史をもっている(詳細については坊城

1968;1970参照).とくに海洋開発の必要性が高く

叫ばれはじめた昭和44年度以降には近k･将来の海域基

礎地質図の作成に目標をおいた｢海底地質調査技術の研

究｣が特別研究として推進されそのたかで本格的な海

洋地質調査研究をめざした努力がなされてきた.また

今年新たに｢主たる使用者｣は地質調査所ということで

1,800トンの地質調査船の建造計画が認められ近く建

造されようとしている(昭和48年度完成予定金属探鉱

促進事業団保有).このよう汰時機に地質調査所カミ現

在実施しつつある海洋地質･地下資源調査研究のうち

まず海洋地質部門が一つの組織として出発したことは大

きな意義のあることであり今後の地質調査所の発展方

向に対しさらに将来の日本の海洋地質調査研究の発展

に対し大きな転機をあたえるものとなろう.

海洋地質課が当面実施する研究は前記の特別研究と

科技庁の特別研究促進費による｢豊後水道海域の海底地

質の研究｣を中心とする.いっぽう諸外国の地質調

査所においてはすでに海洋地質部門が多面的な調査研

究活動の実績をあげつつある.周知のように米国の

JOIDES計画は海洋底に関し飛躍的な学術的成果をあ

げつつある.日本においても国際地球内部ダイナミッ

クス計画(GDP)のもとに西太平洋海底の総合研究計

画カ拡範な研究者の参加によってすすめられようとして

いる.また海洋地質を含む海洋科学技術全般に関して

は海上保安庁水路部の海洋資料センタｰECOR国

内委員会UJNR等あるいは諸種の国際共同研究･

国際シンポジウムを通じて国際的情報交換学術･技術

交流が広範に行汰われつつある.国内的にも海上保

安庁における｢海の基本図｣作成国土地理院における

｢海底土地条件図｣作成プロジェクトの発屋海洋科学

技術センタｰの設立沖縄海洋博の開催等産業経済的

に積極的に評価されつつある.

このようた状況下において今後地質調査所の海洋地

質･地下資源部門の果たすべき役割は非常に大きいも

のといわなければならたい.すたわちまだほとんど

わかっていたい日本列島周辺の陸棚およびその沖合海域

の海底下の地質状況の解明大陸棚から深海底にわたる

海域の地下資源開発のための基礎的調査研究を早急に組

織的･系統的にすすめ海底地質図等の海洋地質資源や

海洋地下資源に関する汎用の基礎的資料を一般に提供す

ることこれらに関する基礎的研究･技術開発の強力な

推進沿岸海域においてはとくに底質汚濁の問題とのと

りくみ征どカミ要請されまたこれらならぴに国際的共

同研究を通じての海洋地質に関する基礎的学術分野への

貢献が大いに期待される･もちろんこれらが満昆な

形で実現されるには近い将来に完成する地質調査船の十

分な活用が前提でありさらに強力な海洋地質部門の組

織が必要とされることはいうまでもたいことである.

このようた観点から今回発足した海洋地質課はそのよ

うな近い将来の飛躍的発展のための組織作りの第1歩と

なるように努力しまたそのようになることをねがって

いるものである.(筆者は地質部海洋地質課長)
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地学

と

切手

シェラレオネのダイヤモンド切手

倮�

シェラレオネ(SierraLeone)はアフリカの大西洋痒に

あってギニアとリベリアに挾まれた国である.イギリスの

植民地保護領であったが1961年立憲君主国として英連邦内

独立をし直ちに国連の100番目加盟国となった人口約250万

の国である.その名の起こりは1462年にここに来たポルト

ガルの探険家が現在の首府フリｰタウンのある岬の形から

SierraLeone(LionMountain)と名付けたとのことでラ

イオンが国の象徴となっている.

1970年12月30目に11種1組で発行された切手は類をみな

い大型豪華切手でここには低額2種を示した.2cには

｢鉄とダイヤモンドの国｣下に｢シェラレオネでは大き

匁ダイヤモンド宝石が他のどの国よりも多くある｣と書かれて

おり38.73カラットのダイヤモンド図案71/｡cのには

50.65カラットの｢シェラレオネの宝｣の図と下には2

cのと同じ文が印刷されている.

シェラレオネは人口の5分の4が農業に従事する貧しい

国であり外貨はほとんどが鉱産物によって得られさらに

ダイヤモンドが半額以上を占めている.アフリカ諸国のダイ

ヤモンドの産出はザイｰル(旧コンゴ･キンシャサ)が主位

を占め南アフリカ共和国コンゴ(ブラザビル)ガｰナと

続きシェラレオネはその後である.しかしこの国の

ダイヤモンドは宝石用の比率が高く良質であるとされてい

る.ダイヤモンドは沖積層の中にあってA11uvialと称さ

れて政府のダイヤモンド事務所によって買いとられなければ

ならない.そしてほとんどはロンドンヘ輸出されCent･al

Se11ingOrganizationによって鑑別評価されてバイヤｰに

売られる.近年になってダイヤモンドの宝石ダイヤモンド

としての比率が下る傾向があるがこれは良質の宝石用ダイヤ

モンドが多分に衛輸されているためとみなされている.一説

によれば政府のダイヤモンド事務所を通じて輸出されるのと

ほぼ同額であり政府も警備員を1,2(〕O人置いているがほとん

ど効果がないとのことである.

最近世界で3番目に大きい｢シェラレオネの星｣と名付け

られたダイヤモンド原石が売り出された.この原石は未カッ

トで長さ6.35c並幅3.81cm重さ4509あって最低でも

30億円以.Lだろうといわれている.

鉄鉱床は先カンブリア紀の結晶片培系中の赤鉄鉱白雲母片

岩が風化作用により2次的に富化したものである.2次富化

作用は地表から15～30ftで時に50ft以上に及ぶことがあり

露天掘によって採鉱される.1964年以降は年産約200万mt

でオランダ西独英国に輸出されている.他に磁鉄鉱石

英角閃石片岩の2次當化鉱があり鉱量も1億t以上とされて

いるが経済的な選鉱が不可能のために未開発のままである.

ク目ム鉄鉱は1929年に発見され1937年から開発に着手し

1962年の産出高は4,000トンでほとんどアメリカヘ輸出さ

れている.

ボｰキサイトは!963年から採掘され1964年に12万7千トン

65年に17万3千トン66年に24ブ∫トンが輸出された｡

ルチｰルは1964年に発見され確定鉱量は300フ∫トンである

が推定量は3,000万トンとされ世界最高の埋蔵量が期待さ

れている.その採掘権はSherbroMinera1Ltd.(ブリティ

ッシュチメン製造会社とピッツバｰグガラス社の共同出資)

によって25年間敢得され!966年か｢｡輸出が開始された.

アフリカ鉱物資源地測:ジュト回による､�


